
目的・趣旨｜ 
ＳＬ制度は、ライブラリーセンター（Library 

Center：図書館 ）が教育組織と協力し、主と

して学生に対する効果的な学習支援を行う制

度です。具体的には、大学・高等専門学校の各

学科や各教育課程の教員がサブジェクトライ

ブラリアン（Subject Librarian：分野専門家）

として、多様な学習ニーズに対応できる情報収

集や情報サービス、更に直接的な学習指導を行

います。 

特にＳＬは研究者（分野の専門家）であり、

高度な研究情報の体系や所在、更にその入手方

法を熟知し、その情報の運用や評価にも精通し

ていることから、多様な利用者（学生、卒業生、

他分野の教員）への適切な情報を提供すること

ができます。 

このＳＬ制度を運用することにより、利用者

の学習ニーズから新たな学習支援や情報サー

ビスの機能や仕組みを生み出し、新しい学習支

援サービス、利用者サービス、更にイノベーテ

ィブな学習の場を形成することを目指してい

ます。 

 

実施内容｜ 
○教育・研究に即した、資料の選定 

ＳＬは蔵書構成に対する責任を持ち、カリキ

ュラム、研究に即した図書・雑誌等の資料を選

定しています。特に、担当分野に関して所蔵資

料の構成と評価、購入計画、資料選定を行うこ

とはもちろん、学生や教員などのユーザーに向

けた資料、更にはＬＣとして必要な資料の選定

や審査を行う役割を担っています。 

 

○学習支援デスク業務とＳＬ講座 

利用者に対する相談窓口となる「学習支援デ

スク」を設置し、あらかじめ決められたオフィ

スアワーをＳＬが担当しています。ここでは、

学習相談や学習指導はもちろん、資料利用相談

をはじめ、学習・研究活動などの様々な相談を

受け付けています。また、ＳＬの専門性を生か

した学習講座を企画・実施しています。 

 

○ＬＣと教育組織との連携 

ＬＣを運営する立場で、大学・高等専門学校

の各学科や各教育課程へ、ＬＣからの各種情報

の連絡や教育現場からの利用ニーズの把握を

行っています。例えば、ＬＣ運営を行っていく

上で開かれるＳＬ会議において決められた内

容や案件を大学・高等専門学校の各学科や各教

育課程に展開するとともに、各教育組織で開か

れる会議からＬＣの運営やサービスについて

企画・提案をする役目を担っています。 
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実施成果｜ 

ＳＬ制度は、ＬＣが開館した昭和 57 年から

運用を始めており、これまで多くの教員がＳＬ

となりＬＣ業務に携わりながら教育組織との

パイプ役を担ってきました。これにより、ＬＣ

を身近に感じる教員が多く存在していること

につながっています。 

例えば、ＬＣスタッフによる、授業や研究室

でのＬＣ利用に関する講習や、課外での講習会

開催が個別の教員から要望・実施されるほか、

授業科目と連携した資料準備と効果的な利用

方法の相談が気軽に行われています。このこと

は、資料の充実や新たなサービスの展開にもつ

ながっています。また、課外学習講座開催につ

いてはＳＬのみならず、元ＳＬによる課外学習

講座が企画されＬＣで開催されています。 

近年、ＳＬが教育組織とＬＣ間のパイプ役と

なり推進した取り組みに、プロジェクトデザイ

ンⅢプロジェクトレポート（いわゆる学部卒業

論文）のデジタルデータによる収集と閲覧サー

ビスがあります。また、ＳＬにより「専門基礎

学力増進プログラム」を教育組織が実施する組

織的な活動として展開しています。これはＳＬ

が中心となり、各学科の特徴に応じた専門基礎

に関する活動方針・内容を設定し実施している

ものです。このようにＳＬ制度は、教育組織と

ＬＣをつなぐ上で非常に重要な役割を担って

います。 

今後の展開・課題｜ 
図書資料や電子資料の充実、学習スペースを

提供するだけではなく、魅力的な学習の場に向

けた自学自習ツールの充実が必要です。 

大学・高等専門学校の各学科や教育課程の教

員で構成されるＳＬ制度の特色を生かし、各分

野やカリキュラムに即した自学自習コンテン

ツやｅラーニングツールの整備など、利用者と

ＬＣをつなぐ新たなサービス提供を課題とし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献・URL｜ 
金沢工業大学ライブラリーセンター 

（サブジェクトライブラリアンとは） 

http://www.kanazawa-it.ac.jp/kitlc /about

/sl.html 

 
連絡先｜ 
金沢工業大学ライブラリーセンター 

学習支援部ＳＬ事務室 

〒921-8501 石川県野々市市扇が 丘７－１ 

TEL: 076-294-6439
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